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平成１８年３月期 個別中間財務諸表の概要 平成 17年 11 月 21 日
 

上場会社名  株式会社 筑邦銀行 上場取引所      福 岡 証券取引所

コード番号  ８３９８ 本社所在都道府県   福 岡 県      

(ＵＲＬ http://www.chikugin.co.jp/) 
 

代  表  者 役職名 取 締 役 頭 取  氏 名 井 手 和 英

問合せ先責任者 役職名 執行役員総合企画部長 氏 名 龍   憲 一 ＴＥＬ   (0942) 32 － 5353
 
決算取締役会開催日  平成17年11月21日 中間配当制度の有無  有         

中間配当支払開始日  平成17年12月  9日 単元株制度採用の有無 有 (1単元 1,000株)
 
１．17年9月中間期の業績(平成17年4月1日～平成17年9月30日) 
(１) 経営成績 (注)記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

 経 常 収 益 経 常 利 益  
    

17年9月中間期 6,465
百万円 

( 0.7）
％ 

725
百万円

( 2.8)
％ 

 
  

16年9月中間期 6,418  (△3.2）  705  (△6.1)     

17年3月期 12,664   1,517       

 中間(当期)純利益 
１株当たり中間 
(当 期 )純 利 益 

 
    

17年9月中間期 390
百万円 

( △2.6)
％ 

6
円 

25
銭 

 
  

16年9月中間期 400  ( 17.3)  6  42     

17年3月期 857   13  74      
(注) ① 期中平均株式数 17年9月中間期   62,342,898株 16年9月中間期   62,379,205株 

  17年3月期    62,369,185株  

 ② 会計処理の方法の変更 無  

 ③ 経常収益、経常利益、中間(当期)純利益におけるパーセント表示は、対前年中間期増減率。 

 ④ 対前年中間期増減率は小数点第１位未満を、１株当たり中間(当期)純利益は単位未満をそれぞれ切り捨てて表示し

  ております。 
 
(２) 配当状況   

 
１ 株 当 た り 
中 間 配 当 金 

１ 株 当 た り 
年 間 配 当 金 

   
       

17年9月中間期 2 
円 

50 
銭 

―
円

―
銭   

 
  

16年9月中間期 2  50  ― ―       

17年3月期 ―  ―  5 00       
 
(３) 財政状態   

 総 資 産 株 主 資 本 株主資本比率 
１ 株 当 た り 
株 主 資 本 

自己資本比率 
(国 内 基 準 )       

17年9月中間期 556,490
百万円 

32,588
百万円

5.8
％ 

522 
円 

77 
銭 

9.31
％ 

16年9月中間期 537,268  30,298  5.6  485  76  8.94  

17年3月期 547,004  31,434  5.7  504  18  8.96   
(注) ① 期末発行済株式数 17年9月中間期  62,336,532株 16年9月中間期  62,372,127株 

  17年3月期    62,347,540株  

 ② 期末自己株式数 17年9月中間期    153,668株 16年9月中間期    118,073株 

  17年3月期      142,660株  

 ③ 株主資本比率は小数点第１位未満を、１株当たり株主資本は単位未満をそれぞれ切り捨てて表示しております。 
 
２．18年3月期の業績予想(平成17年4月1日～平成18年3月31日) 

1 株当たり 年間配当金 
 経 常 収 益 経 常 利 益 当期純利益 

期 末          

通  期 12,500
百万円 

1,650
百万円

910
百万円

2 
円 
50 
銭 

5
円
00
銭 

(参考) １株当たり予想当期純利益(通期)  14円59銭 

上記の業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき判断したものであり、実際の業績はこれらの予想数値
と異なる結果となる可能性があります。業績予想の前提条件その他の関連する事項につきましては、添付資料の８ページを
参照して下さい。 
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個別中間財務諸表等 

 

第 82 期中(平成 17 年 9 月 30 日現在)中間貸借対照表 
 

(金額単位：百万円) 

科 目 金 額 科 目 金 額 
    

( 資 産 の 部 )  ( 負 債 の 部 )  

現 金 預 け 金 55,627 預 金 500,692 

買 入 金 銭 債 権 80 譲 渡 性 預 金 8,421 

商 品 有 価 証 券 384 外 国 為 替 0 

有 価 証 券 106,962 そ の 他 負 債 1,600 

貸 出 金 377,782 退 職 給 付 引 当 金 1,751 

外 国 為 替 388 再評価に係る繰延税金負債 1,823 

そ の 他 資 産 1,469 支 払 承 諾 9,612 

動 産 不 動 産 9,526 負 債 の 部 合 計 523,901 

繰 延 税 金 資 産 1,212 ( 資 本 の 部 )  

支 払 承 諾 見 返 9,612 資 本 金 8,000 

貸 倒 引 当 金 △6,557 資 本 剰 余 金 5,759 

  資 本 準 備 金 5,759 

  利 益 剰 余 金 12,604 

  利 益 準 備 金 2,724 

  任 意 積 立 金 8,800 

  中間未処分利益 1,080 

  土地再評価差額金 2,216 

  その他有価証券評価差額金 4,083 

  自 己 株 式 △76 

  資 本 の 部 合 計 32,588 

資 産 の 部 合 計 556,490 負債及び資本の部合計 556,490 
 
(注)記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 
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 平成 17年 4月 １日から  

 
第 82 期中〔 

平成 17年 9月 30日まで
〕中間損益計算書 

 

 
(金額単位：百万円) 

科 目 金 額 

        

経 常 収 益     6,465  

資 金 運 用 収 益 5,088      

( う ち 貸 出 金 利 息 ) ( 4,498 )      

(うち有価証券利息配当金) ( 582 )      

役 務 取 引 等 収 益 974      

そ の 他 業 務 収 益 40      

そ の 他 経 常 収 益 362      

経 常 費 用     5,740  

資 金 調 達 費 用 88      

( う ち 預 金 利 息 ) ( 86 )      

役 務 取 引 等 費 用 387      

そ の 他 業 務 費 用 13      

営 業 経 費 4,090      

そ の 他 経 常 費 用 1,161      

経 常 利 益     725  

特 別 利 益     0  

特 別 損 失     93  

税 引 前 中 間 純 利 益     631  

法人税、住民税及び事業税     364  

法 人 税 等 調 整 額     △122  

中 間 純 利 益     390  

前 期 繰 越 利 益     620  

土 地 再 評 価 差 額 金 取 崩 額     70  

自 己 株 式 処 分 差 損     0  

中 間 未 処 分 利 益     1,080  
 
(注)記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 
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比較中間貸借対照表 
 
(資産の部) 

   (金額単位：百万円)

前中間会計期間末 当中間会計期間末
前 事 業 年 度 の

要 約 貸 借 対 照 表

期  別 
 

科  目 (平成16年9月30日)(A) (平成17年9月30日)(B)

比 較 

(B)-(A)
(平成17年3月31日)(C)

比 較

(B)-(C)

    
現 金 預 け 金 51,168 55,627 4,459 39,921 15,706

買 入 金 銭 債 権 64 80 16 81 △ 1

商 品 有 価 証 券 391 384 △ 7 402 △ 18

有 価 証 券 90,462 106,962 16,500 101,882 5,080

貸 出 金 380,307 377,782 △ 2,525 391,405 △ 13,623

外 国 為 替 141 388 247 281 107

そ の 他 資 産 1,497 1,469 △ 28 1,306 163

動 産 不 動 産 9,857 9,526 △ 331 9,727 △ 201

繰 延 税 金 資 産 2,188 1,212 △ 976 1,763 △ 551

支 払 承 諾 見 返 9,126 9,612 486 8,944 668

貸 倒 引 当 金 △ 7,937 △ 6,557 1,380 △ 8,711 2,154

資 産 の 部 合 計 537,268 556,490 19,222 547,004 9,486

 
(注)記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 

 

 

(負債及び資本の部) 
   (金額単位：百万円)

前中間会計期間末 当中間会計期間末
前 事 業 年 度 の

要 約 貸 借 対 照 表

期  別 
 

科  目 (平成16年9月30日)(A) (平成17年9月30日)(B)

比 較 

(B)-(A)
(平成17年3月31日)(C)

比 較

(B)-(C)

    
預 金 487,802 500,692 12,890 497,815 2,877

譲 渡 性 預 金 4,373 8,421 4,048 3,080 5,341

外 国 為 替 0 0 0 ― 0

そ の 他 負 債 2,014 1,600 △ 414 2,082 △ 482

退 職 給 付 引 当 金 1,778 1,751 △ 27 1,775 △ 24

再評価に係る繰延税金負債 1,875 1,823 △ 52 1,871 △ 48

支 払 承 諾 9,126 9,612 486 8,944 668

負 債 の 部 合 計 506,970 523,901 16,931 515,569 8,332

資 本 金 8,000 8,000 ― 8,000 ―

資 本 剰 余 金 5,759 5,759 ― 5,759 △ 0

資 本 準 備 金 5,759 5,759 ― 5,759 ―

その他資本剰余金 ― ― ― 0 △ 0

利 益 剰 余 金 11,992 12,604 612 12,300 304

利 益 準 備 金 2,724 2,724 ― 2,724 ―

任 意 積 立 金 8,300 8,800 500 8,300 500

中間(当期)未処分利益 968 1,080 112 1,276 △ 196

土地再評価差額金 2,293 2,216 △ 77 2,286 △ 70

その他有価証券評価差額金 2,311 4,083 1,772 3,159 924

自 己 株 式 △ 59 △ 76 △ 17 △ 71 △ 5

資 本 の 部 合 計 30,298 32,588 2,290 31,434 1,154

負債及び資本の部合計 537,268 556,490 19,222 547,004 9,486

 
(注)記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 
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比較中間損益計算書 
 

    (金額単位：百万円)

前 中 間 会 計 期 間 当 中 間 会 計 期 間
前 事 業 年 度 の

要 約 損 益 計 算 書

自 平成16年4月 1日 自 平成17年4月 1日 自 平成16年4月 1日 

期  別

 
科  目 至 平成16年9月30日(A) 至 平成17年9月30日(B)

比 較 

(B)-(A) 

至 平成17年3月31日 
    

経 常 収 益 6,418  6,465  47   12,664  

資 金 運 用 収 益 5,277  5,088  △ 189   10,411  

(うち貸出金利息) ( 4,693 ) ( 4,498 ) ( △ 195 ) ( 9,274 ) 

(うち有価証券利息配当金) ( 581 ) ( 582 ) ( 1 ) ( 1,128 ) 

役 務 取 引 等 収 益 889  974  85   1,800  

そ の 他 業 務 収 益 56  40  △ 16   152  

そ の 他 経 常 収 益 194  362  168   300  

経 常 費 用 5,713  5,740  27   11,146  

資 金 調 達 費 用 102  88  △ 14   197  

( う ち 預 金 利 息 ) ( 100 ) ( 86 ) ( △ 14 ) ( 195 ) 

役 務 取 引 等 費 用 390  387  △ 3   781  

そ の 他 業 務 費 用 33  13  △ 20   63  

営 業 経 費 4,148  4,090  △ 58   8,105  

そ の 他 経 常 費 用 1,038  1,161  123   1,998  

経 常 利 益 705  725  20   1,517  

特 別 利 益 0  0  △ 0   4  

特 別 損 失 30  93  63   53  

税引前中間(当期)純利益 675  631  △ 44   1,469  

法人税、住民税及び事業税 799  364  △ 435   1,290  

法 人 税 等 調 整 額 △ 524  △ 122  402   △ 678  

中 間 ( 当 期 ) 純 利 益 400  390  △ 10   857  

前 期 繰 越 利 益 558  620  62   558  

土地再評価差額金取崩額 9  70  61   16  

自 己 株 式 処 分 差 損 ―  0  0   ―  

中 間 配 当 額 ―  ―  ―   155  

中間(当期)未処分利益 968  1,080  112   1,276  
 
(注)記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 
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中間財務諸表作成のための基本となる重要な事項 

 

 
前中間会計期間 

(自 平成16年４月１日 
至 平成16年９月30日) 

当中間会計期間 
(自 平成17年４月１日 
至 平成17年９月30日) 

前事業年度 
(自 平成16年４月１日 
至 平成17年３月31日) 

１ 商品有価証券の評

価基準及び評価方法 

 商品有価証券の評価は、時

価法(売却原価は移動平均法

により算定)により行ってお

ります。 

同左 同左 

２ 有価証券の評価基

準及び評価方法 

 有価証券の評価は、満期保

有目的の債券については移動

平均法による償却原価法(定

額法)、子会社株式及び関連会

社株式については移動平均法

による原価法、その他有価証

券のうち時価のあるものにつ

いては、中間決算日の市場価

格等に基づく時価法(売却原

価は移動平均法により算定)、

時価のないものについては、

移動平均法による原価法又は

償却原価法(定額法)により行

っております。 

 なお、その他有価証券の評

価差額については、全部資本

直入法により処理しておりま

す。 

同左  有価証券の評価は、満期保

有目的の債券については移動

平均法による償却原価法(定

額法)、子会社株式及び関連会

社株式については移動平均法

による原価法、その他有価証

券のうち時価のあるものにつ

いては、決算日の市場価格等

に基づく時価法(売却原価は

移動平均法により算定)、時価

のないものについては、移動

平均法による原価法又は償却

原価法(定額法)により行って

おります。 

 なお、その他有価証券の評

価差額については、全部資本

直入法により処理しておりま

す。 

３ デリバティブ取引

の評価基準及び評価

方法 

 デリバティブ取引の評価

は、時価法により行っており

ます。 

同左 同左 

４ 固定資産の減価償

却の方法 

(1) 動産不動産 

  動産不動産の減価償却

は、定率法を採用し、年間

減価償却費見積額を期間に

より按分し計上しておりま

す。なお、主な耐用年数は

次のとおりであります。 

  建物 ３年～50年 

  動産 ２年～20年 

(1) 動産不動産 

同左 

(1) 動産不動産 

 動産不動産の減価償却

は、定率法を採用しており

ます。なお、主な耐用年数

は次のとおりであります。 

 建物 ３年～50年 

 動産 ２年～20年 

 (2) ソフトウェア 

  自社利用のソフトウェア

については、行内における

利用可能期間(５年)に基づ

く定額法により償却してお

ります。 

(2) ソフトウェア 

同左 

(2) ソフトウェア 

同左 
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前中間会計期間 

(自 平成16年４月１日 
至 平成16年９月30日) 

当中間会計期間 
(自 平成17年４月１日 
至 平成17年９月30日) 

前事業年度 
(自 平成16年４月１日 
至 平成17年３月31日) 

５ 引当金の計上基準 (1) 貸倒引当金 

  貸倒引当金は、予め定め

ている償却・引当基準に則

り、次のとおり計上してお

ります。 

  破産、特別清算等法的に

経営破綻の事実が発生して

いる債務者に係る債権及び

それと同等の状況にある債

務者に係る債権について

は、債権額から、担保の処

分可能見込額及び保証によ

る回収可能見込額を控除

し、その残額を計上してお

ります。 

  また、現在は経営破綻の

状況にないが、今後経営破

綻に陥る可能性が大きいと

認められる債務者に係る債

権については、債権額から、

担保の処分可能見込額及び

保証による回収可能見込額

を控除し、その残額のうち、

債務者の支払能力を総合的

に判断し必要と認める額を

計上しております。 

  上記以外の債権について

は、過去の一定期間におけ

る貸倒実績から算出した貸

倒実績率等に基づき計上し

ております。 

  すべての債権は、資産の

自己査定基準に基づき、営

業関連部署が資産査定を実

施し、当該部署から独立し

た資産監査部署が査定結果

を監査しており、その査定

結果に基づいて上記の引当

を行っております。 

(1) 貸倒引当金 

  貸倒引当金は、予め定め

ている償却・引当基準に則

り、次のとおり計上してお

ります。 

  破産、特別清算等法的に

経営破綻の事実が発生して

いる債務者(以下、「破綻先」

という。)に係る債権及びそ

れと同等の状況にある債務

者(以下、「実質破綻先」と

いう。)に係る債権について

は、以下のなお書きに記載

されている直接減額後の帳

簿価額から、担保の処分可

能見込額及び保証による回

収可能見込額を控除し、そ

の残額を計上しておりま

す。 

  また、現在は経営破綻の

状況にないが、今後経営破

綻に陥る可能性が大きいと

認められる債務者に係る債

権については、債権額から、

担保の処分可能見込額及び

保証による回収可能見込額

を控除し、その残額のうち、

債務者の支払能力を総合的

に判断し必要と認める額を

計上しております。 

  上記以外の債権について

は、過去の一定期間におけ

る貸倒実績から算出した貸

倒実績率等に基づき計上し

ております。 

  すべての債権は、資産の

自己査定基準に基づき、営

業関連部署が資産査定を実

施し、当該部署から独立し

た資産監査部署が査定結果

を監査しており、その査定

結果に基づいて上記の引当

を行っております。 

  なお、破綻先及び実質破

綻先に対する担保・保証付

債権等については、債権額

から担保の評価額及び保証

による回収が可能と認めら

れる額を控除した残額を取

立不能見込額として債権額

から直接減額しており、そ

の金額は2,564百万円であ

ります。 

(1) 貸倒引当金 

  貸倒引当金は、予め定め

ている償却・引当基準に則

り、次のとおり計上してお

ります。 

  破産、特別清算等法的に

経営破綻の事実が発生して

いる債務者に係る債権及び

それと同等の状況にある債

務者に係る債権について

は、債権額から、担保の処

分可能見込額及び保証によ

る回収可能見込額を控除

し、その残額を計上してお

ります。 

  また、現在は経営破綻の

状況にないが、今後経営破

綻に陥る可能性が大きいと

認められる債務者に係る債

権については、債権額から、

担保の処分可能見込額及び

保証による回収可能見込額

を控除し、その残額のうち、

債務者の支払能力を総合的

に判断し必要と認める額を

計上しております。 

  上記以外の債権について

は、過去の一定期間におけ

る貸倒実績から算出した貸

倒実績率等に基づき計上し

ております。 

  すべての債権は、資産の

自己査定基準に基づき、営

業関連部署が資産査定を実

施し、当該部署から独立し

た資産監査部署が査定結果

を監査しており、その査定

結果に基づいて上記の引当

を行っております。 
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前中間会計期間 

(自 平成16年４月１日 
至 平成16年９月30日) 

当中間会計期間 
(自 平成17年４月１日 
至 平成17年９月30日) 

前事業年度 
(自 平成16年４月１日 
至 平成17年３月31日) 

 (2) 退職給付引当金 

  退職給付引当金は、従業

員の退職給付に備えるた

め、当事業年度末における

退職給付債務及び年金資産

の見込額に基づき、当中間

会計期間末において発生し

ていると認められる額を計

上しております。また、過

去勤務債務及び数理計算上

の差異の損益処理方法は以

下のとおりであります。 

過去勤務債務：その発生年

度の従業員の平均残存勤

務期間内の一定の年数

(５年)による定額法によ

り損益処理することとし

ております。 

数理計算上の差異：各発生

年度の従業員の平均残存

勤務期間内の一定の年数

(５年)による定額法によ

り按分した額を、それぞ

れ発生の翌事業年度から

損益処理することとして

おります。 

(2) 退職給付引当金 

同左 

(2) 退職給付引当金 

  退職給付引当金は、従業

員の退職給付に備えるた

め、当事業年度末における

退職給付債務及び年金資産

の見込額に基づき、必要額

を計上しております。また、

過去勤務債務及び数理計算

上の差異の損益処理方法は

以下のとおりであります。 

過去勤務債務：その発生年

度の従業員の平均残存勤

務期間内の一定の年数

(５年)による定額法によ

り損益処理することとし

ております。 

数理計算上の差異：各発生

年度の従業員の平均残存

勤務期間内の一定の年数

(５年)による定額法によ

り按分した額を、それぞ

れ発生の翌事業年度から

損益処理することとして

おります。 
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前中間会計期間 

(自 平成16年４月１日 
至 平成16年９月30日) 

当中間会計期間 
(自 平成17年４月１日 
至 平成17年９月30日) 

前事業年度 
(自 平成16年４月１日 
至 平成17年３月31日) 

６ 外貨建て資産及び

負債の本邦通貨への

換算基準 

 外貨建資産・負債について

は、中間決算日の為替相場に

よる円換算額を付しておりま

す。 

同左  外貨建資産・負債について

は、決算日の為替相場による

円換算額を付しております。 

７ リース取引の処理

方法 

 リース物件の所有権が借主

に移転すると認められるもの

以外のファイナンス・リース

取引については、通常の賃貸

借取引に準じた会計処理によ

っております。 

同左 同左 

８ 消費税等の会計処

理 

 消費税及び地方消費税(以

下、消費税等という。)の会計

処理は、税抜方式によってお

ります。 

 ただし、動産不動産に係る

控除対象外消費税等は当中間

会計期間の費用に計上してお

ります。 

同左  消費税及び地方消費税(以

下、消費税等という。)の会計

処理は、税抜方式によってお

ります。 

 ただし、動産不動産に係る

控除対象外消費税等は当事業

年度の費用に計上しておりま

す。 

 

中間財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更 

 

前中間会計期間 
(自 平成16年４月１日 
至 平成16年９月30日) 

当中間会計期間 
(自 平成17年４月１日 
至 平成17年９月30日) 

前事業年度 
(自 平成16年４月１日 
至 平成17年３月31日) 

――――――― (固定資産の減損に係る会計基準) 

 固定資産の減損に係る会計基準(「固

定資産の減損に係る会計基準の設定に

関する意見書」(企業会計審議会平成14

年８月９日))及び「固定資産の減損に係

る会計基準の適用指針」(企業会計基準

適用指針第６号平成15年10月31日)を当

中間会計期間から適用しております。こ

れにより税引前中間純利益は75百万円

減少しております。 

 なお、銀行業においては、「銀行法施

行規則」(昭和57年大蔵省令第10号)に基

づき減価償却累計額を直接控除により

表示しているため、減損損失累計額につ

きましては、各資産の金額から直接控除

しております。 

――――――― 
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追加情報 

 
前中間会計期間 

(自 平成16年４月１日 
至 平成16年９月30日) 

当中間会計期間 
(自 平成17年４月１日 
至 平成17年９月30日) 

前事業年度 
(自 平成16年４月１日 
至 平成17年３月31日) 

(外形標準課税) 

 「地方税法等の一部を改正する法律」

(平成15年３月法律第９号)が平成15年

３月31日に公布され、平成16年４月１日

以後開始する事業年度より法人事業税

に係る課税標準の一部が「付加価値額」

及び「資本等の金額」に変更されること

になりました。これに伴い、「法人事業

税における外形標準課税部分の損益計

算書上の表示についての実務上の取扱

い」(企業会計基準委員会実務対応報告

第12号)に基づき、「付加価値額」及び「資

本等の金額」に基づき算定された法人事

業税について、当中間会計期間から中間

損益計算書中の「営業経費」に含めて表

示しております。 

 この結果、営業経費が27百万円増加

し、経常利益、税引前中間純利益が同額

減少しております。 

――――――― (外形標準課税) 

 「地方税法等の一部を改正する法律」

(平成15年３月法律第９号)が平成15年

３月31日に公布され、平成16年４月１日

以後開始する事業年度より法人事業税

に係る課税標準の一部が「付加価値額」

及び「資本等の金額」に変更されること

になりました。これに伴い、「法人事業

税における外形標準課税部分の損益計

算書上の表示についての実務上の取扱

い」(企業会計基準委員会実務対応報告

第12号)に基づき、「付加価値額」及び「資

本等の金額」に基づき算定された法人事

業税について、当事業年度から損益計算

書中の「営業経費」に含めて表示してお

ります。 

 この結果、営業経費が54百万円増加

し、経常利益、税引前当期純利益が同額

減少しております。 
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注記事項 

(中間貸借対照表関係) 
 

前中間会計期間末 
(平成16年９月30日) 

当中間会計期間末 
(平成17年９月30日) 

前事業年度末 
(平成17年３月31日) 

＊１ 子会社の株式総額 10百万円 

   なお、本項の子会社は、銀行法第

２条第８項に規定する子会社であ

ります。 

＊１ 子会社の株式総額 10百万円 

   なお、本項の子会社は、銀行法第

２条第８項に規定する子会社であ

ります。 

＊１ 子会社の株式総額 10百万円 

   なお、本項の子会社は、銀行法第

２条第８項に規定する子会社であ

ります。 

＊２ 貸出金のうち、破綻先債権額は

3,810百万円、延滞債権額は15,677

百万円であります。 

   なお、破綻先債権とは、元本又は

利息の支払の遅延が相当期間継続

していることその他の事由により

元本又は利息の取立て又は弁済の

見込みがないものとして未収利息

を計上しなかった貸出金(貸倒償却

を行った部分を除く。以下「未収利

息不計上貸出金」という。)のうち、

法人税法施行令(昭和40年政令第97

号)第96条第１項第３号のイからホ

までに掲げる事由又は同項第４号

に規定する事由が生じている貸出

金であります。 

   また、延滞債権とは、未収利息不

計上貸出金であって、破綻先債権及

び債務者の経営再建又は支援を図

ることを目的として利息の支払を

猶予した貸出金以外の貸出金であ

ります。 

＊２ 貸出金のうち、破綻先債権額は

1,231百万円、延滞債権額は13,530

百万円であります。 

   なお、破綻先債権とは、元本又は

利息の支払の遅延が相当期間継続

していることその他の事由により

元本又は利息の取立て又は弁済の

見込みがないものとして未収利息

を計上しなかった貸出金(貸倒償却

を行った部分を除く。以下「未収利

息不計上貸出金」という。)のうち、

法人税法施行令(昭和40年政令第97

号)第96条第１項第３号のイからホ

までに掲げる事由又は同項第４号

に規定する事由が生じている貸出

金であります。 

   また、延滞債権とは、未収利息不

計上貸出金であって、破綻先債権及

び債務者の経営再建又は支援を図

ることを目的として利息の支払を

猶予した貸出金以外の貸出金であ

ります。 

＊２ 貸出金のうち、破綻先債権額は

3,145百万円、延滞債権額は15,345

百万円であります。 

   なお、破綻先債権とは、元本又は

利息の支払の遅延が相当期間継続

していることその他の事由により

元本又は利息の取立て又は弁済の

見込みがないものとして未収利息

を計上しなかった貸出金(貸倒償却

を行った部分を除く。以下「未収利

息不計上貸出金」という。)のうち、

法人税法施行令(昭和40年政令第97

号)第96条第１項第３号のイからホ

までに掲げる事由又は同項第４号

に規定する事由が生じている貸出

金であります。 

   また、延滞債権とは、未収利息不

計上貸出金であって、破綻先債権及

び債務者の経営再建又は支援を図

ることを目的として利息の支払を

猶予した貸出金以外の貸出金であ

ります。 

＊３ 貸出金のうち、３ヵ月以上延滞債

権額は145百万円であります。 

   なお、３ヵ月以上延滞債権とは、

元本又は利息の支払が、約定支払日

の翌日から３月以上遅延している

貸出金で破綻先債権及び延滞債権

に該当しないものであります。 

＊３ 貸出金のうち、３ヵ月以上延滞債

権額は7百万円であります。 

   なお、３ヵ月以上延滞債権とは、

元本又は利息の支払が、約定支払日

の翌日から３月以上遅延している

貸出金で破綻先債権及び延滞債権

に該当しないものであります。 

＊３ 貸出金のうち、３ヵ月以上延滞債

権額は該当ありません。 

   なお、３ヵ月以上延滞債権とは、

元本又は利息の支払が、約定支払日

の翌日から３月以上遅延している

貸出金で破綻先債権及び延滞債権

に該当しないものであります。 

＊４ 貸出金のうち、貸出条件緩和債権

額は7,953百万円であります。 

   なお、貸出条件緩和債権とは、債

務者の経営再建又は支援を図るこ

とを目的として、金利の減免、利息

の支払猶予、元本の返済猶予、債権

放棄その他の債務者に有利となる

取決めを行った貸出金で破綻先債

権、延滞債権及び３ヵ月以上延滞債

権に該当しないものであります。 

＊４ 貸出金のうち、貸出条件緩和債権

額は9,057百万円であります。 

   なお、貸出条件緩和債権とは、債

務者の経営再建又は支援を図るこ

とを目的として、金利の減免、利息

の支払猶予、元本の返済猶予、債権

放棄その他の債務者に有利となる

取決めを行った貸出金で破綻先債

権、延滞債権及び３ヵ月以上延滞債

権に該当しないものであります。 

＊４ 貸出金のうち、貸出条件緩和債権

額は8,390百万円であります。 

   なお、貸出条件緩和債権とは、債

務者の経営再建又は支援を図るこ

とを目的として、金利の減免、利息

の支払猶予、元本の返済猶予、債権

放棄その他の債務者に有利となる

取決めを行った貸出金で破綻先債

権、延滞債権及び３ヵ月以上延滞債

権に該当しないものであります。 

＊５ 破綻先債権額、延滞債権額、３ヵ

月以上延滞債権額及び貸出条件緩

和債権額の合計額は27,585百万円

であります。 

   なお、上記＊２から＊５に掲げた

債権額は、貸倒引当金控除前の金額

であります。 

＊５ 破綻先債権額、延滞債権額、３ヵ

月以上延滞債権額及び貸出条件緩

和債権額の合計額は23,827百万円

であります。 

   なお、上記＊２から＊５に掲げた

債権額は、貸倒引当金控除前の金額

であります。 

＊５ 破綻先債権額、延滞債権額、３ヵ

月以上延滞債権額及び貸出条件緩

和債権額の合計額は26,881百万円

であります。 

   なお、上記＊２から＊５に掲げた

債権額は、貸倒引当金控除前の金額

であります。 
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前中間会計期間末 
(平成16年９月30日) 

当中間会計期間末 
(平成17年９月30日) 

前事業年度末 
(平成17年３月31日) 

＊６ 手形割引は、「銀行業における金

融商品会計基準適用に関する会計

上及び監査上の取扱い」(日本公認

会計士協会業種別監査委員会報告

第24号)に基づき金融取引として処

理しております。これにより受け入

れた商業手形は、売却又は(再)担保

という方法で自由に処分できる権

利を有しておりますが、その額面金

額は、16,586百万円であります。 

＊６ 手形割引は、「銀行業における金

融商品会計基準適用に関する会計

上及び監査上の取扱い」(日本公認

会計士協会業種別監査委員会報告

第24号)に基づき金融取引として処

理しております。これにより受け入

れた商業手形及び買入外国為替は、

売却又は(再)担保という方法で自

由に処分できる権利を有しており

ますが、その額面金額は、15,728

百万円であります。 

＊６ 手形割引は、「銀行業における金

融商品会計基準適用に関する会計

上及び監査上の取扱い」(日本公認

会計士協会業種別監査委員会報告

第24号)に基づき金融取引として処

理しております。これにより受け入

れた商業手形は、売却又は(再)担保

という方法で自由に処分できる権

利を有しておりますが、その額面金

額は、17,388百万円であります。 

＊７ 担保に供している資産は次のと

おりであります。 

  担保に供している資産 

預け金 0百万円 

有価証券 4,864百万円 
その他資産 8百万円 

  担保資産に対応する債務 

預金 2,508百万円 

   上記のほか、為替決済等の取引の

担保として、有価証券7,960百万円

及びその他資産3百万円を差し入れ

ております。 

   なお、動産不動産のうち保証金権

利金は113百万円であります。 

＊７ 担保に供している資産は次のと

おりであります。 

  担保に供している資産 

預け金 1百万円

有価証券 5,039百万円
その他資産 8百万円

  担保資産に対応する債務 

預金 2,868百万円

   上記のほか、為替決済等の取引の

担保として、有価証券7,882百万円

及びその他資産3百万円を差し入れ

ております。 

   なお、動産不動産のうち保証金権

利金は110百万円であります。 

＊７ 担保に供している資産は次のと

おりであります。 

  担保に供している資産 

預け金 1百万円

有価証券 5,094百万円
その他資産 8百万円

  担保資産に対応する債務 

預金 2,344百万円

   上記のほか、為替決済等の取引の

担保として、有価証券7,968百万円

及びその他資産3百万円を差し入れ

ております。 

   なお、動産不動産のうち保証金権

利金は112百万円であります。 

＊８ 当座貸越契約及び貸付金に係る

コミットメントライン契約は、顧客

からの融資実行の申し出を受けた

場合に、契約上規定された条件につ

いて違反がない限り、一定の限度額

まで資金を貸付けることを約する

契約であります。これらの契約に係

る融資未実行残高は、37,511百万円

であります。このうち原契約期間が

１年以内のもの(又は任意の時期に

無条件で取消可能なもの)が28,660

百万円あります。 

   なお、これらの契約の多くは、融

資実行されずに終了するものであ

るため、融資未実行残高そのものが

必ずしも当行の将来のキャッシ

ュ・フローに影響を与えるものでは

ありません。これらの契約の多くに

は、金融情勢の変化、債権の保全及

びその他相当の事由があるときは、

当行が実行申し込みを受けた融資

の拒絶又は契約極度額の減額をす

ることができる旨の条項が付けら

れております。また、契約時におい

て必要に応じて不動産・有価証券等

の担保を徴求するほか、契約後も定

期的に(半年毎に)予め定めている

行内手続に基づき顧客の業況等を

把握し、必要に応じて契約の見直

し、与信保全上の措置等を講じてお

ります。 

＊８ 当座貸越契約及び貸付金に係る

コミットメントライン契約は、顧客

からの融資実行の申し出を受けた

場合に、契約上規定された条件につ

いて違反がない限り、一定の限度額

まで資金を貸付けることを約する

契約であります。これらの契約に係

る融資未実行残高は、40,881百万円

であります。このうち原契約期間が

１年以内のもの(又は任意の時期に

無条件で取消可能なもの)が32,898

百万円あります。 

   なお、これらの契約の多くは、融

資実行されずに終了するものであ

るため、融資未実行残高そのものが

必ずしも当行の将来のキャッシ

ュ・フローに影響を与えるものでは

ありません。これらの契約の多くに

は、金融情勢の変化、債権の保全及

びその他相当の事由があるときは、

当行が実行申し込みを受けた融資

の拒絶又は契約極度額の減額をす

ることができる旨の条項が付けら

れております。また、契約時におい

て必要に応じて不動産・有価証券等

の担保を徴求するほか、契約後も定

期的に(半年毎に)予め定めている

行内手続に基づき顧客の業況等を

把握し、必要に応じて契約の見直

し、与信保全上の措置等を講じてお

ります。 

＊８ 当座貸越契約及び貸付金に係る

コミットメントライン契約は、顧客

からの融資実行の申し出を受けた

場合に、契約上規定された条件につ

いて違反がない限り、一定の限度額

まで資金を貸付けることを約する

契約であります。これらの契約に係

る融資未実行残高は、40,330百万円

であります。このうち原契約期間が

１年以内のもの(又は任意の時期に

無条件で取消可能なもの)が31,538

百万円あります。 

   なお、これらの契約の多くは、融

資実行されずに終了するものであ

るため、融資未実行残高そのものが

必ずしも当行の将来のキャッシ

ュ・フローに影響を与えるものでは

ありません。これらの契約の多くに

は、金融情勢の変化、債権の保全及

びその他相当の事由があるときは、

当行が実行申し込みを受けた融資

の拒絶又は契約極度額の減額をす

ることができる旨の条項が付けら

れております。また、契約時におい

て必要に応じて不動産・有価証券等

の担保を徴求するほか、契約後も定

期的に(半年毎に)予め定めている

行内手続に基づき顧客の業況等を

把握し、必要に応じて契約の見直

し、与信保全上の措置等を講じてお

ります。 
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前中間会計期間末 
(平成16年９月30日) 

当中間会計期間末 
(平成17年９月30日) 

前事業年度末 
(平成17年３月31日) 

＊９ 動産不動産の減価償却累計額 

5,578百万円 

＊９ 動産不動産の減価償却累計額 

5,634百万円

＊９ 動産不動産の減価償却累計額 

5,549百万円

＊10 動産不動産の圧縮記帳額 

1,958百万円 

   (当中間会計期間圧縮記帳額 

―百万円) 

＊10 動産不動産の圧縮記帳額 

1,958百万円

   (当中間会計期間圧縮記帳額 

―百万円)

＊10 動産不動産の圧縮記帳額 

1,958百万円

   (当事業年度圧縮記帳額 

―百万円)

＊11 土地の再評価に関する法律(平成

10年３月31日公布法律第34号)に基

づき、事業用の土地の再評価を行

い、評価差額については、当該評価

差額に係る税金相当額を「再評価に

係る繰延税金負債」として負債の部

に計上し、これを控除した金額を

「土地再評価差額金」として資本の

部に計上しております。 

   再評価を行った年月日 

     平成10年３月31日 

   同法律第３条第３項に定める再

評価の方法 

   土地の再評価に関する法律施行

令(平成10年３月31日公布政令第

119号)第２条第４号に定める地価

税の課税価格の計算の基礎となる

土地の価額に基づいて、時点修正等

合理的な調整を行って算出。 

＊11      同左 ＊11 土地の再評価に関する法律(平成

10年３月31日公布法律第34号)に基

づき、事業用の土地の再評価を行

い、評価差額については、当該評価

差額に係る税金相当額を「再評価に

係る繰延税金負債」として負債の部

に計上し、これを控除した金額を

「土地再評価差額金」として資本の

部に計上しております。 

   再評価を行った年月日  

平成10年３月31日 

   同法律第３条第３項に定める再

評価の方法 

   土地の再評価に関する法律施行

令(平成10年３月31日公布政令第

119号)第２条第４号に定める地価

税の課税価格の計算の基礎となる

土地の価額に基づいて、時点修正等

合理的な調整を行って算出。 

   同法律第10条に定める再評価を

行った事業用土地の当事業年度末

における時価の合計額と当該事業

用土地の再評価後の帳簿価額の合

計額との差額 

2,780百万円

 

(中間損益計算書関係) 
 

前中間会計期間 
(自 平成16年４月１日 
至 平成16年９月30日) 

当中間会計期間 
(自 平成17年４月１日 
至 平成17年９月30日) 

前事業年度 
(自 平成16年４月１日 
至 平成17年３月31日) 

＊１ 減価償却実施額は下記のとおり

であります。 

建物・動産 148百万円 

その他 0百万円 
 

＊１ 減価償却実施額は下記のとおり

であります。 

建物・動産 135百万円

その他 3百万円
 

＊１ 減価償却実施額は下記のとおり

であります。 

建物・動産 306百万円

その他 3百万円
 

＊２ その他経常費用には、貸出金償却

48百万円、貸倒引当金繰入額818百

万円及び株式等償却33百万円を含

んでおります。 

＊２ その他経常費用には、貸出金償却

37百万円、貸倒引当金繰入額1,088

百万円及び株式等償却11百万円を

含んでおります。 

＊２ その他経常費用には、貸出金償却

39百万円、貸倒引当金繰入額1,719

百万円及び株式等償却36百万円を

含んでおります。 
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前中間会計期間 

(自 平成16年４月１日 
至 平成16年９月30日) 

当中間会計期間 
(自 平成17年４月１日 
至 平成17年９月30日) 

前事業年度 
(自 平成16年４月１日 
至 平成17年３月31日) 

――――――― 

 

＊３ 当中間会計期間において、以下の

資産について減損損失を計上して

おります。 

地域 福岡県 

主な用途 遊休資産３か所 

種類 土地 

減損損失 75百万円 

 営業店舗については、キャッシ

ュ・イン・フローが同一地域におい

て相互補完的であることから、営業

政策上の各ブロックを資産のグル

ーピング単位とし、遊休資産や売却

予定資産等については、各資産を他

の資産又は資産グループから独立

したキャッシュ・フローを生み出す

最小の単位としております。本部、

事務センターや社宅等については、

全社的な将来キャッシュ・フローの

生成に寄与することから、共用資産

としております。 

 平成10年３月31日に土地の再評

価に関する法律に基づき事業用土

地の再評価を行っておりますが、上

記の遊休資産については再評価後

の地価の下落により含み損を有し

ております。これらの遊休資産は、

キャッシュ・フローを生み出さない

ことから帳簿価額を回収可能額ま

で減額し、当該減少額を減損損失と

して特別損失に計上しております。

 当中間会計期間の減損損失の測

定に使用した回収可能額は正味売

却価額であります。正味売却価額

は、「地価税法第16条に規定する地

価税の課税価格の計算の基礎とな

る土地の価額を算定するために国

税庁長官が定めて公表した方法に

より算定した価額に合理的な調整

を行って算定する方法」等から処分

費用見込額を控除して算定してお

ります。 

――――――― 
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①リース取引 

リース取引については、ＥＤＩＮＥＴにより開示を行うため記載を省略しております。 

 

②有価証券(子会社株式及び関連会社株式関係) 

○子会社株式及び関連会社株式で時価のあるもの 

Ⅰ 前中間会計期間末(平成16年９月30日現在) 

該当ありません。 
 

Ⅱ 当中間会計期間末(平成17年９月30日現在) 

該当ありません。 
 

Ⅲ 前事業年度末(平成17年３月31日現在) 

該当ありません。 

 


